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19世紀後期のルーヴル百貨店の商品カタログにみる 
子ども既製服のデザインと性差

新　實　五　穂

１．はじめに

歴史家フィリップ・アリエスは、中世から18世紀までのフランスにおける子ども服について、産着を着

用した後、女児は成人女性と同様の装いをするのに対し、貴族の家系やブルジョア家庭に誕生した男児は

16世紀頃から第一次世界大戦後まで、幼少期にローブやジュップを身に着ける慣習があったことを指摘し

ている１。さらにアリエスが詳述していない、19世紀のフランスにおける男児服については、歴史家イ

ヴァン・ジャブロンカが指摘しているように２、男らしさの観点から早熟に対する危険性が主張されたた

め、幼少期の男児にはキュロットやパンタロンなどのズボンを穿く以前に、ローブやジュップの着用が育

児書で推奨されていたことが知られている３。

ただし、男児がズボンを穿き始める以前の装いである、ローブやジュップを男児と女児のものとで比較

すると、ローブの開きや裁断、装飾、色調に違いがあり、具体的なデザインには性差があると言われてい

る４。加えて、19世紀末までチュニック形式のローブとズボンとを組み合わせる子ども服は性別を問わず

人気があり、男児のものはボタンや垂れ飾り、組み紐で、女児のものはレースやフリルで飾られ、装飾に

よってデザインの差異化がはかられていたという指摘もある５。しかしながら、近代ヨーロッパにおける

子ども服の具体的なデザインが社会階層や社会的地位を表象していることを分析した調査はこれまでにあ

るものの６、子ども服のデザインにおける性差に関しては、個別のデザインに着目した具体的で実証的な

調査が進んでおらず、未だ不明瞭な点が存在している。

また子ども服のデザインにおける性差に関しては、既製の子ども服が性別を明示した上で販売されるよ

うになった影響が少なからず関係していると推察される。フランスでは第二帝政期にパリで誕生した百貨

店が既製服の生産と流通を推進した結果、仕立て（誂え物）や古着から既製服へといった新たな購入・消

費体系が生み出されたことがつとに知られている７。そして同時期に出生率が上昇したこともあってか８、

草創期の百貨店は経営戦略上、子ども服売場を重要視し、注力していたようである９。たとえば、1855年

にパリで創業したルーヴル百貨店は、他の百貨店よりも比較的早い時期である1867年３月に子ども服売場

を創設し、母親たちの評判を呼ぶ商品展開を行っており、売場や印刷メディア（イラスト付き商品カタロ

グ）で当初「子ども用衣服」とされていた商品が、次第に「男児用衣服」・「女児用衣服」として明確に分

類されるようになっていった。なお、ルーヴル百貨店が刊行したイラスト付き商品カタログによって、性

別や対象年齢、価格、デザインなどを具体的に知ることができるため、論文「19世紀後期のルーヴル百貨

店におけるスコットランド風男児服―子ども服売場の創設と商品カタログの展開―」10では、ルーヴル百

貨店のイラスト付き商品カタログを用いて、欧米の男児に広く普及した最初の装いと見なされている11、

スコットランド風男児服がどのような商品デザインで販売されていたかについて、上着を中心に明らかに
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した。

上記の調査により、草創期のルーヴル百貨店が男児服に異国趣味のデザインを取り入れていた様子の一

端を解明することができた反面、男児服や女児服としていかなる商品が販売される傾向にあったのか、さ

らにはそれらの商品デザインにおいて性差が存在したのかどうかについては考察の余地が残されている。

またルーヴル百貨店が顧客に無料で配布したイラスト付き商品カタログには、「スコットランド風」・「イ

ギリス風」・「ロシア風」・「ルイ15世風」などのような、男児服と女児服とで同じ商品名の付けられた異国

趣味や懐古趣味を思わせる商品が掲載されているため、このような商品を事例にデザインの性差を比較検

討できるはずである。

ゆえに本論文では、ガリエラ宮パリ市立モード美術館が所蔵するルーヴル百貨店のイラスト付き商品カ

タログを使用して12、同百貨店の草創期に販売された異国趣味や懐古趣味の子ども服のデザインを類別し、

とりわけ「スコットランド風」と称される商品デザインをめぐる子ども服の性差について考察することを

目的とする。そして1870年代から1880年代にかけてルーヴル百貨店で販売された子ども服にどのような

商品の傾向があり、商品デザインにおいて男児服と女児服にいかなる共通点や相違点があったのかを明確

にする。その結果、19世紀後期のフランス社会において、子ども既製服に求められた男らしい／女らしい

デザインがより明らかになることで、幼少期に子どもが身に着けた服装の実態を解明することへと繋がっ

ていくだろう。

２．子ども服の商品デザイン

ルーヴル百貨店のイラスト付き商品カタログは1872年から刊行が開始され、同カタログの中で子ども用

衣服が取り上げられるようになったのは1876年以降のことであるとされる13。実際、ガリエラ宮パリ市立

モード美術館が所蔵するルーヴル百貨店のイラスト付き商品カタログに目を向けると、子ども用衣服が

1875年冬の商品カタログで初めて掲載され、1876－77年冬の商品カタログから複数頁にわたり本格的に

掲載されるようになっていった事実を確認できる。さらに1880年夏の商品カタログ以降、「子ども用衣服」

が「男児（Garçonnets）用衣服」と「女児（Fillettes）用衣服」というように、性別によって頁が区分

され、明瞭に分類された上で商品が販売されていることを確かめられる。

では、ルーヴル百貨店が草創期に刊行した1875年冬から1890－91年冬までの商品カタログにおいて、

どのような子ども服が取り扱われていたのであろうか。商品カタログでは、基本的にコスチュームやロー

ブ、ヴェストやジュップなどの衣服の名称そのものが商品名となっているものの、たとえば「スコットラ

ンド風上着」や「イギリス風ローブ」、「ロシア風ブラウス」、「ルイ15世風マント」などのように、異国趣

味や懐古趣味を連想させる商品名が少なからず存在している。そして1875年冬から1890-91年冬までの商

品カタログに掲載された商品の名称の中で、異国趣味・懐古趣味のデザインを想起させるものとしては、

「スコットランド風écossais(e), tartan」・「マリン風・水兵風marin(e), plage, matelot」・「イギリス風

anglais(e)」・「ロシア風russe」・「ブルターニュ風breton(ne)」・「ポーランド風polonais(e)」・「アイルラ

ンド風irelandais(e)」・「アメリカ風américain(e)」・「ルイ15世風Louis XV」といった主に９つのデザイ

ンが挙げられる。なお、本論文では「マリン風・水兵風」のデザインを異国趣味に含めて考えることにす

る。というのも、「マリン風・水兵風」の子ども服は、1850年頃にイギリスで誕生した装いと見なされて

いるからである14。イギリスのヴィクトリア女王（Alexandrina Victoria, 1819-1901）が息子のアルバー

ト・エドワード王子（Albert Edward, 1841-1910）に水兵風の装いをさせ、その姿を描いた王室肖像画
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家のフランツ・ヴィンターハルターの絵画が1846年に発表されると、王子の装いをヨーロッパの貴族やブ

ルジョアが模倣したことが契機となり、フランスでは第三共和政下でブルジョア家庭の子どもが着用する

正装として普及し、1880年頃には男女ともに用いられる子どもの日常着として定着したと指摘されてい

る15。さらに「マリン風・水兵風」の子ども服は、商品カタログの中で、イギリス型やイギリス式、イギ

リス製の素材といった言葉が補われて商品の説明がなされている場合が、数は多くないものの見受けられ

るからである。

このような９つのデザインは、1875年冬から1890－91年冬までの商品カタログに掲載された子ども服

の総計2201点のうちの658点（約30％）を占めており、９つのデザインの各商品数をはじめ、着用対象者

の性別（子ども・乳児・男児・女児で区別）ならびに商品の種類をまとめたものが表１である。９つのデ

ザインの商品数は、「マリン風・水兵風」が287点で最も多く、次いで「イギリス風」が147点、「スコット

ランド風」が136点と続き、その後「ロシア風」が41点、「ポーランド風」が27点、「ブルターニュ風」が

12点、「ルイ15世風」が６点、「アイルランド風」と「アメリカ風」が各１点となっている。つまり、異国

趣味・懐古趣味のデザインの中で、「マリン風・水兵風」・「イギリス風」・「スコットランド風」といった

３つのデザインのみで、全体の約87％に達している。ただし、「マリン風・水兵風」のデザインに関しては、

商品カタログのイラストにセーラー・カラーや錨のマークなどが描かれており、「マリン風・水兵風」の

装いと考えられる場合でも、商品名や商品説明に文字として記述されていないものは、表１に点数を計上

していないため、実際には表１の点数以上の商品がカタログに掲載されている印象を受ける。さらに「ス

コットランド風」のデザインに関しては、タータン（スコットランドの格子柄や格子柄の織物）として、「マ

リン風・水兵風」や「イギリス風」、「ロシア風」といった名称が付けられた商品の説明文に記述されてい

る場合があったため、そのような場合は両者のデザインとして表１に点数を計上した。

結果として、表１の着用対象者および商品の種類の総計から明らかなように、「アイルランド風」と「ア

メリカ風」はそれぞれ1880年代後期に女児の１点しか事例が存在しなかった。加えて、18世紀前期から中

期のフランス宮廷の装いを模倣した「ルイ15世風」は1880年代半ばまでに男児中心に６点、フランス西部

ブルターニュ地方の伝統的な装いや装飾（刺繍）を模倣した「ブルターニュ風」は1880年代中期から後期

までに男児中心に12点、主に18世紀フランスの女性がジュップを後ろ腰にたくし上げて着装した方法を模

した、後ろ腰が膨らんだシルエットである「ポーランド風」は1870年代後期と80年代後期に女児中心に

27点、「ロシア風」は1880年代中期から後期までに41点といったように、これらのデザインは比較的、販

売された時期や着用者の性別にやや偏りが見られた。また事例が少ないこともあり、商品の種類が多岐の

衣類に及ぶ訳ではなく、上衣と下衣とを組み合わせたコスチュームをはじめ、「ロシア風」の場合はロシ

ア男性の民族衣装「ルバシカ（ルパシカ）」である、刺繍が施され、立ち襟のゆったりしたブラウス風の

上衣を連想させるような、ブルーズ（ブラウス）が主流な商品となっている。

他方で、「マリン風・水兵風」・「イギリス風」・「スコットランド風」といった３つのデザインは、着用

者の性別や商品の種類に偏りは見られるものの、1870年代から80年代にかけて定期的に販売され続けた

商品であると考えられる。まず、最多の「マリン風・水兵風」のデザインに関しては、商品の数量が「イ

ギリス風」や「スコットランド風」のデザインの２倍近くに上る。そして商品数287点の内訳が、男児230

点・女児54点・子ども３点であることから、男児向けの商品が約80％、女児向けの商品が約19％に該当し、

主に男児向けに販売された商品であることが明白である。さらに商品の種類の内訳は、コスチューム228

点・外套21点・アイテムの名称無し17点・マント11点・上着（ヴェストンもしくはヴェスト）８点・ロー

ブ１点であることから、約79％が上衣と下衣の組み合わせであるコスチュームとして販売されている。そ
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の上、「イギリス風」や「スコットランド風」のデザインと比較して、外套（コート）やマントなどの外

衣のデザインにも多く用いられている点が特徴として挙げられる。商品カタログにおける「マリン風・水

兵風」のデザインは、セーラー・カラーはもとより、胸当て（プラストロン）やスカーフ、ストライプ柄、

マリン・ブルーの色調、錨のワッペン、金の組み紐などを部分的にでも取り入れれば、簡単に分かりやす

く「マリン風・水兵風」の装いを作り出せるため、幅広い種類の商品を開発していくのに向いていたデザ

インと考えられる。

次に、「イギリス風」のデザインに関しては、商品数147点の内訳が女児127点・男児17点・子ども３点

であることから、女児向けの商品が約86％、男児向けの商品が約12％に上り、主に女児向けに販売された

商品であると言える。また商品の種類の内訳は、ローブ125点・コスチューム12点・上着（ヴェストン）

４点・外套３点・ブルーズ（ブラウス）２点・マント１点であることから、約85％がローブとして販売さ

れている。女児用ローブが主流の商品である「イギリス風」のデザインは、商品カタログにおいて、ある

特徴的なデザインが存在する訳でも、１つの特定のデザインを指し示す訳でもないため、その傾向は把握

しづらい。けれども、商品の名称に「イギリス風」と付けられているか、いないかにかかわらず、イギリ

スの刺繍やイギリスの格子柄、イギリス製の布地、イギリス型の形状やイギリス風の縫い目など装飾や素

材、裁断や縫製などの仕立ての説明において、「イギリス」という言葉が補足されて商品の説明がなされ

ている場合がある点に特徴が存在する。その意味では、装飾や仕立てなどの一見、分かりづらい細部にこ

だわりを持つイギリス由来のデザインが「イギリス風」であると推察できる。

最後に、「スコットランド風」のデザインに関しては、商品数136点の内訳が女児90点・男児28点・子ど

も10点・乳児８点であることから、女児向けの商品が約66％、男児向けの商品が約21％に上り、女児向け

の商品数の方が多くなっている。さらに商品の種類の内訳は、ローブ62点・コスチューム36点・上着（ヴェ

スト）12点・ジュップ12点・ブルーズ（ブラウス）10点・マント３点・外套１点であることから、ロー

ブとコスチュームで全体の約72％を占めている。ただし、商品が販売された年代を考慮すると、コス

チュームやヴェスト、ならびにヴェストとジュップとの組み合わせのような男児向けの商品として当初は

販売されながらも、次第に女児のローブの中に取り入れられる事例が増加するため、女児向けの商品数の

方が多くなっている傾向にある。

いずれにせよ、草創期のルーヴル百貨店で販売された異国趣味・懐古趣味の子ども服において、男児は

「マリン風・水兵風」を軸に、「スコットランド風」や「ロシア風」のデザインの商品が多く販売されてい

たのに対し、女児は「イギリス風」を軸に、「スコットランド風」や「マリン風・水兵風」のデザインが

多く販売されていたことを確認できる。中でも、次章で扱う「スコットランド風」のデザインは両性の服

装として一定数販売され、コスチューム以外では、男児向けにはヴェストやジュップという商品で、女児

向けにはローブやブラウスという商品で主に販売されていたようである。

３．スコットランド風の商品デザイン

では、「スコットランド風」のデザインは、どのようにして19世紀後期のフランス社会で子ども服のデ

ザインとして採用されるようになったのだろうか。そもそも、スコットランドのデザインが、ヨーロッパ

の服飾流行に影響を与えるようになったのは、19世紀初頭のことであるとされる。とりわけフランスの女

性たちの服装にタータンの模様が取り入れられようになったのは、1796年から1815年のナポレオン戦争

の際、スコットランドの連隊が揃いのタータンのキルト（スコットランド高地人の襞付きスカート）を軍
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服として着用していた姿をパリの人々が目撃したことに関係している16。スコットランドの連隊は前裾が

斜め裁ちの赤い上着に、ベルト付きのプラッド（スコットランド高地人のタータンの肩掛け）を折り畳ん

でスカート状にし、青い丸帽子や小さな革製鞄であるスポーラン、赤と白の膝丈の靴下、バックル付きの

黒い靴を身に着けており、1810年頃までにベルト付きのプラッドは嵩張らず、より身体に密着するキルト

へと変更されたようである17。

またスコットランド連隊の軍服に加え、イギリスの国王ジョージ４世（George IV, 1762-1830）がスコッ

トランドの装いを民族衣装に高め、ジョージ４世の姪であるヴィクトリア女王がスコットランドの装いを

商業化したと指摘されているように18、イギリスの王族による影響を受け、そのデザインは注目を集める

ことになっていった。前者のジョージ４世は自身への支持をとりつける政略的な意図で、スコットランド

のエディンバラを1822年に公式訪問した際、赤いタータンの豪華なキルトをはじめ、縁なし帽子やスポー

ラン、膝丈の靴下などからなるスコットランドの男性の服装を着用して、ホリールードハウス宮殿での式

典に参加した。ジョージ４世がスコットランドの伝統的な装いをした姿は、宮廷画家であったデヴィッ

ド・ウィルキーが1828年に制作した国王の肖像画によって確認することができる。結果として、国王の着

衣行為は、スコットランドの装いが国家を代表するものであると印象づけ、スコットランドとイギリスと

が連合王国であることの象徴になったとされる19。このジョージ４世のエディンバラ訪問や式典に尽力し

たのが、詩人で小説家のウォルター・スコット（Walter Scott, 1771-1832）であり、彼は理想化され、美

化されたスコットランド史を多数の作品で描いた。彼の作品を通して、氏族に基づくタータン（クラン・

タータン）20およびスコットランドの伝統的な装いに対する関心が、王政復古期のフランスでは広がって

いったと言われる。そして子どもの服装、とくに５歳または６歳までの良家の男児用ローブとして「ス

コットランド風」のデザインは取り入れられていったようである21。

一方、後者のヴィクトリア女王は夫のアルバート公とともに1842年にスコットランドを初めて訪問し、

原始的な田園風景を残し、産業化以前の理想郷のようなスコットランドに惹きつけられ、1847年頃にバル

モラルの地所を購入し、毎年、滞在するようになると、タータンをはじめとするスコットランドの装いへ

の愛着を深めていったとされる22。たとえば、ヴィクトリア女王はバルモラルに建てられた邸宅の室内を

タータンで装飾し、アルバート公は1853年にバルモラルタータンのデザインを行うなど、夫妻はタータン

を愛好し、タータンの布地の流行を後押しした。さらに夫妻は自身の服装はもとより、男児にはキルトを、

女児にはタータンのローブを着せるなど、子どもたちの服装にもスコットランドの装いを積極的に取り入

れていった。中でも、ヴィクトリア女王が1855年にパリを公式訪問した際、アルバート・エドワード王子

に裾飾りのある黒い上着に赤と緑のタータンのキルトや靴下、スポーランなどの子ども用のスコットラン

ドの服装一式を身に着けさせ、ヴェルサイユ宮殿での舞踏会などの式典に参加させたことは、フランスに

おいてスコットランドの装いが子ども服のデザインとしてより関心を集めることに寄与したようであ

る23。このような影響を受け、「スコットランド風」のデザインは19世紀後期のヨーロッパ各国で上層階

級の男児服のデザインとして隆盛し、とくにタータンの短い丈のジュペット（スカート）や畝のある長靴

下が流行したことが指摘されている24。しかしながら、ルーヴル百貨店の商品カタログには、男児服とし

て、スコットランドの男性の伝統的な装いを模した、盾型の裾飾り付きの上着が1880年代後期まで掲載さ

れている。この事実から、「スコットランド風」の異国趣味のデザインはジュペットや長靴下に留まらず、

子ども服のデザインの中に取り入れられていたと言えよう。

それでは、草創期のルーヴル百貨店で販売されていた「スコットランド風」の子ども服のデザインは、

具体的にどのようなものであったのだろうか。1875年冬から1890－91年冬までの商品カタログに掲載さ
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れた、「スコットランド風」の子ども服について、着用対象者・商品名・衣服の種別・対象年齢もしくは

丈の長さ・デザインの特徴（商品説明）・価格をまとめたものが表２である。なお、女性が百貨店で既製

服を購入する場合、16歳以上は婦人服売場に区分されるが、それ以下の年齢は子ども服売場に区分され、

３歳から13歳までは裾丈の長さで、13歳から16歳までは年齢で対象となる商品が分類されていたと言わ

れる25。

子ども用衣服が男児用と女児用とで明確に分類されるようになる、1880年夏の商品カタログ以前には、

「スコットランド風」の商品デザインの大半が、タータンという格子柄の全身着やプリーツスカートであ

る。そして商品名に唯一「スコットランド風」と付けられ、1878－79年冬のカタログに掲載された商品も、

タータン模様の少女用コスチュームになっている。ただし、1878年夏のカタログに掲載された２歳から８

歳向けのマントのみ、商品説明やイラストにタータンの模様は記されず、商品説明では「スコットランド

型」と記されている。さらに商品のイラストには盾型の裾飾り付きの外衣が描かれているため（図１）、

これがスコットランド型のデザインを指しており、1880年代に男児向けに販売され、タータンの模様や布

地は使用されていないデザインである「スコットランド風の上着」に繋がる商品であると考えられる。

また1880年夏の商品カタログ以降、商品名に「スコットランド風」と付けられた商品は、１歳半～２歳

から４歳～５歳向けの男児用の上着（ヴェスト）が10点、13歳から16歳向けの女児用のコスチュームが３

点、13歳以下向けの女児用のマントが１点の計14点であり、女児用のコスチュームとマントの商品イラス

トには、いずれもタータンの模様が描かれている。加えて、1880年代後期から販売された「スコットラン

ド風の上着」のうちの５点は、タータンのジュップとの組み合わせで商品が販売されている（図２）。し

かしながら、10点の「スコットランド風の上着」のデザイン自体には、先述したようにタータンの模様や

布地は用いられず、上着は基本的に青や緑、黒や灰、茶系統の無地の毛織物製で、プリーツやボタン、縁

取りで前面が飾られ、装飾のついた盾型や方形などの裾飾りから成っている（図３）。なお、1880年夏の

商品カタログ以降、男児向けに販売された「スコットランド風」のデザインは、上着以外の13点のすべて

の商品がタータンのスカートやプリーツスカートである。そして４点のプリーツスカートのうち、２点の

商品は２歳から５歳向けの男児用の商品である、「マリン風・水兵風の服装」の上衣に組み合わせる下衣

として販売されていた。

他方で、1880年夏の商品カタログ以降、女児向けに販売された「スコットランド風」のデザインは総計

88点ある。商品説明の簡潔な記述のみで商品イラストが無く、確実視できない事例が含まれるものの、そ

のほぼ全ての商品の生地あるいは装飾としてタータンが使用されている。また女児向けに発売された商品

には、他の異国趣味のデザインでもある商品が男児向けのものよりも多く、「イギリス風」のデザインが

30点（ローブ27点・上着２点・ブラウス１点）をはじめ、「ロシア風」のデザインが８点（ブラウスが７点・

ローブが１点）で、「マリン風・水兵風のコスチューム」が７点、「ポーランド風のコスチューム」が１点

となっており、とりわけ「イギリス風のローブ」のデザインにタータンが活用されている。さらに「スコッ

トランド風」のデザインでなおかつ「イギリス風」のデザインでもある、女児向けに発売された商品は、

ビロード飾りの装飾が最も多く、それにリボン飾りやボタン飾り、刺繍での装飾が続いている。このこと

は、「スコットランド風」のデザインの女児服全体でも、ビロード飾りや刺繍、リボン飾りが多く、次い

でボタンや組み紐・飾り紐での装飾の数が多くなっている状況に繋がっている。女児服ではタータン自体

が衣服の生地として用いられているのは勿論、ビロード飾りに加え、襟や袖口、ヨークの装飾、裾や縁の

バイアス飾り、リボンベルトとなって、さまざまな部分で使用されている。一方、「スコットランド風」

のデザインの男児服全体では、プリーツやボタンでの装飾方法が多くなっている。ただし、「スコットラ
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ンド風」の子ども服のデザインに関しては、商品説明において装飾や素材の記述は充実している反面、「ス

コットランド風の上着」以外では、商品説明において色調が必ずしも記されていない場合が多く、事例が

少ないため、商品の色調の傾向は把握しづらいと言える。

結果として、「スコットランド風」の男児向けの商品はプリーツ飾りや盾形の裾飾り付き上着およびター

タンのプリーツスカートといった、スコットランドの男性の伝統的な装いや装飾と深く繋がるデザインが

主なものであった。そこには、そもそもタータンや襞付けしたキルトなどがスコットランドの男性の伝統

的な装いに由来するデザインであったこと、さらには男児用のスコットランドの服装一式が幼少期の男児

がローブやジュップを着用する慣習に適し、そのまま活用しやすいデザインであったことも関係している

かもしれない26。一方で、女児向けの商品はタータンの模様や生地としてのみ取り入れられ、男児服以上

の多様な装飾方法と組み合わされたため、商品名に「スコットランド風」と称されていない子ども服のデ

ザインにも活用されていった。そのような意味で、男児の商品では異国趣味が模様や形状を模倣するデザ

インとして商品展開がなされたのに対し、女児の商品では異国趣味が模様の模倣のみに留まり、形状を模

倣するデザインとして商品展開がなされなかったものの、他の異国趣味ともより融合した装飾やテキスタ

イルのデザインで商品が販売されていた点に違いがあると考えられる。

４．おわりに

草創期のルーヴル百貨店で販売された異国趣味・懐古趣味の子ども服のデザインにおいて、男児服は

「マリン風・水兵風」や「スコットランド風」が、女児服は「イギリス風」や「スコットランド風」が主

力な商品として販売されていた。そして「マリン風・水兵風」のデザインは男児のコスチュームや外套と

いう商品で、「イギリス風」のデザインは女児のローブという商品で主に販売されていた。一方、「スコッ

トランド風」のデザインは、コスチュームは男児と女児とに共通して、上着（ヴェスト）やジュップは男

児服で、ローブやブラウスは女児服で主に販売されていた商品であった。また商品名に「スコットランド

風」が掲げられたデザインは、男児服ではタータン以外にも、裾飾りが付いた「スコットランド風の上着」

のデザインとして展開したものの、女児服では主にタータンを取り入れるに留まり、商品デザインの展開

において性差が見られた。さらに「スコットランド風」のデザインにおいて、男児服よりも装飾方法に多

様性のあった女児服の方が、タータンが衣服の布地だけでなく装飾として、他の異国趣味のデザイン、と

りわけ細部のデザインにこだわりを持つ「イギリス風」のデザインの中で活用されていった点に性別によ

る違いが存在した。

本論文では、主に1870年代から80年代の「スコットランド風」の子ども服に対象が限定されたため、既

製の子ども服のデザインにおける性差を考察する上で、検討すべき具体的なデザインの事例は未だ残され

ている。今後は、子ども服のデザインの対象範囲や扱う時代をさらに広げて、「スコットランド風」以外

の事例および1880年代以降の年代についても詳しく分析し、子ども既製服のデザインにおける性別に基づ

く特徴を明確にしたい。そして子ども既製服を供給する上でどのようなデザインの性差が生じているか、

さらにはそこにいかなる時代のジェンダー意識や子ども観が反映しているかについて明らかにして、近代

フランス社会で大人が子ども服に求めたデザインを解明していきたい。
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表１　異国趣味・懐古趣味の子ども服のデザイン
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表２　スコットランド風の子ども服のデザイン
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